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こ
の
間
、
各
省
庁
、
政
党
に
対

し
て
要
請
行
動
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。
今
後
、
地
方
退
連
の
皆
さ

ん
に
も
、
各
自
治
体
に
対
す
る
要

請
活
動
を
行
う
よ
う
お
願
い
し

た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

昨
年
は
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
も

４
百
あ
ま
り
の
地
方
で
の
要
請

行
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
以

前
は
６
百
を
超
え
る
要
請
が
行

わ
れ
て
い

ま
し
た
。 

 

（
裏
面
に 

 

続
く
） 

                                

                                

＜TEL＞ 03-5295-0507  ＜FAX＞ 03-5295-0541  ＜e-mail＞ ntr@sv.rengo-net.or.jp 

 

■発  行  日本退職者連合 

■発行人  野 田 那 智 子 

■連絡先  〒101-0062  

東京都千代田区神田駿河台 3-2-11 

ふれあい情報 
 

2022年 9月 22日（木） 第 352号 

 

日
本
退
職
者
連
合
は
、
９
月
15
日
、
ル
ポ
ー
ル
麹
町
に
お
い
て
、
地

方
代
表
者
会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。
会
議
で
は
野
田
事
務
局
長
が
今
年

度
方
針
の
具
体
化
に
む
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
提
起
を
行
い
、
各
地

方
で
の
今
後
の
と
り
く
み
や
、
退
職
者
連
合
の
Ｈ
Ｐ
の
活
用
に
つ
い
て

議
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

会
議
の
後
半
は
、
連
合
の
佐
保
総
合
政
策
推
進
局
長
を
お
招
き
し
、

社
会
保
障
政
策
に
つ
い
て
の
学
習
会
を
行
い
ま
し
た
。 

年 

地
方
代
表
者
会
議
を
開
催 

９
月
15
日 

ル
ポ
ー
ル
麹
町 

人見会長 あいさつ 
 昨日は 3年ぶりの高齢者集会 

の参加、大変ご苦労様でした。 

今日の地方代表者会議は、7月 

の総会で決定した政策・制度要求 

の取り組みをこれから各地方で実施していただく

ということで、こちらから提起をし、皆さんからも

ご意見を伺いたいと思っています。 

 安倍元首相の国葬をめぐっては、各政党も判断が

分かれており、「なぜ私に招待状が来たのか」という

ような声も出ているようです。政府も混乱している

ように見受けられます。 

 統一教会の問題も、非常に根深いものがありま

す。円安、物価高、原油不足も深刻で、1ドル 150円

もありうる情勢です。しかし、何の対策も取られて

おらず、電気料金は高騰しています。 

  

また、オリンピック汚職では逮捕者が出ました。 

 来年度の予算は 110兆円規模になるようです。

今のところ社会保障の自然増は認められるようで

すが、一方で防衛費も大きな伸びを示し、さらな

る増額も予想されています。 

 このように様々な課題があるわけですが、やは

り国民にしっかり説明していくことが何といって

も求められると思います。 

 岸田内閣の支持率は下がっており、いつまで持

つのかという声もあります。この先自民党が政権

維持のために何をやってくるのか。一票の格差の

問題で、現状では解散しようにもできないという

状況もあります。 

そういう中で私たちが求めるのは、国民にきち

んと説明し、納得のできる政治です。これからの

国会運営をしっかり見極めながら、私たちにでき

ることを考えていきたいと思います。 

各
地
域
で 

政
策
制
度
の
要
請
活
動
を 

野
田
事
務
局
長 

野田事務局長 
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ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
に
つ
い
て

は
、
一
昨
年
の
総
会
で
第
一
次
行

動
計
画
の
取
り
組
み
を
提
案
し

て
い
ま
す
。
今
年
は
５
年
計
画
の

中
間
年
で
す
が
、
各
地
方
退
連
の

議
案
書
の
中
に
「
女
性
」
と
い
う

文
字
が
出
る
な
ど
、
徐
々
に
は
進

ん
で
い
ま
す
。
し
か
し
、
ま
だ
ひ

と
言
も
な
い
組
織
も
あ
り
ま
す
。

ま
ず
は
明
記
し
て
い
た
だ
く
よ

う
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

   

統
一
教
会
問
題
に
つ
い
て
は
、

自
民
党
国
会
議
員
の
半
分
近
く

が
関
与
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら

か
に
な
り
ま
し
た
。
自
民
党
は

「
点
検
」
を
行
い
ま
し
た
が
、
そ

れ
は
「
調
査
」
と
は
違
い
ま
す
。 

 

こ
の
問
題
は
当
然
選
挙
に
も

影
響
し
て
お
り
、
そ
し
て
統
一
教

会
は
、
地
方
議
員
に
も
か
な
り
浸

透
し
て
い
ま
す
。
来
年
は
統
一
自

治
体
選
挙
が
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、

こ
の
よ
う
な
問
題
意
識
を
も
っ

て
、
地
方
議
員
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、

そ
れ
を
踏
ま
え
た
対
応
を
お
願

い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

北
海
道
（
真
壁
事
務
局
長
） 

 

構
成
組
織
は
産
別
と
地
区
だ

が
、
連
携
に
課
題
が
あ
る
。
組
織

拡
大
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
は
、
さ

ら
に
具
体
化
が
必
要
。 

（
事
務
局
）
同
じ
認
識
に
あ
る
。

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
具
体
化
も

含
め
、
次
回
の
組
織
委
員
会
で
議

論
し
た
い
。 

 
 宮

崎
（
中
村
事
務
局
長
） 

 

「
子
ど
も
基
金
」
は
、
ほ
と
ん

ど
知
ら
れ
て
い
な
い
。
子
育
て
の

社
会
化
と
い
う
退
連
の
方
針
と

合
致
し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
広

く
知
ら
せ
る
運
動
が
大
事
。 

（
事
務
局
）
子
ど
も
基
金
の
評
価

は
こ
れ
か
ら
だ
が
、
子
育
て
は
自

助
努
力
で
は
な
く
、
公
的
サ
ー
ビ

ス
で
ま
か
な
う
こ
と
が
必
要
、
と

い
う
観

点
で
考

え
て
い

く
こ
と

に
な
る
。 

 

山
形
（
三
澤
会
長
） 

 

山
形
で
は
集
会
名
称
か
ら
「
高

齢
」
を
外
し
「
退
職
者
集
会
」
と

し
た
。
そ
の
辺
は
ど
う
考
え
る
か
。 

関
ブ
ロ
（
遠
藤 

東
京
会
長
） 

 

奨
学
金
問
題
に
も
目
を
向
け

る
必
要
が
あ
る
。 

福
岡
（
藤
川
事
務
局
長
） 

 

組
織
拡
大
の
ネ
ッ
ク
は
財
政

問
題
。
会
費
に
つ
い
て
は
多
様
な

実
態
が
あ
る
の
で
議
論
し
て
ほ

し
い
。
ま
た
、
福
岡
は
、
健
康
増

進
を
運
動
の
中
に
据
え
て
い
る
。 

沖
縄
（
波
平
会
長
） 

 
「
高
齢
者
」
と
い
う
名
称
を
や

め
て
も
代
わ
り
は
横
文
字
で
な

い
方
が
よ
い
。
HP
上
で
も
議
論

し
た
ら
ど
う
か
。
奨
学
金
は
、
地

域
で
も
見
直
す
必
要
。
沖
縄
県
知

事
選
、
玉
城
さ
ん
へ
の
ご
支
援
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

（
事
務
局
）「
高
齢
者
」
に
つ
い
て

は
検
討
し
た
い
。
奨
学
金
問
題
は

認
識
し
て
い
る
。
会
費
問
題
等
、

受
け
止
め
て
議
論
し
た
い
。 

 

75
歳
以
上
の
人
口
は
２
０
２
５

年
ま
で
急
激
に
増
加
し
、
そ
の
後

落
ち
着
き
ま
す
。
一
方
、
生
産
年

齢
人
口
の
減
少
は
、
25
年
以
降

さ
ら
に
加
速
し
ま
す
。
単
身
世
帯
、

特
に
高
齢
者
単
身
世
帯
が
増
加

し
ま
す
。
連
合
試
算
で
は
35
年

に
社
会
保
障
給
付
費
が
190
兆
円

を
超
え
ま
す
。
こ
れ
を
ど
う
ま
か

な
う
か
が
現
在
の
課
題
で
す
。 

 

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保

険
料
は
２
年
に
一
回
変
わ
り
ま

す
。
上
昇
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、

都
道
府
県
ご
と
の
平
均
額
で
は

倍
以
上
の
差
が
あ
り
ま
す
。 

 

マ
イ
ナ
カ
ー
ド
を
医
療
機
関

で
使
っ
た
場
合
に
デ
ィ
ス
カ
ウ

ン
ト
さ
れ
る
制
度
が
10
月
か
ら

始
ま
り
ま
す
。
医
療
機
関
で
差
が

出
ま
す
。
不
公
平
な
感
じ
で
す
の

で
、
も
う
少
し
整
備
が
出
来
て
か

ら
と
い
う
主
張
を
し
ま
し
た
が
、

通
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 

介
護
保
険
料
は
制
度
開
始
当

時
の
倍
、
６
千
円
台
に
な
り
ま
し

た
。
市
町
村
ご
と
で
３
倍
以
上
の

差
が
あ
り
ま
す
。
将
来
は
８
千
円

な
い
し
１
万
円
程
度
ま
で
行
く

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。 

 

連
合
の
主
張
し
て
き
た
社
会

保
険
の
適
用
拡
大
は
、
24
年
10

月
か
ら
従
業
員
数
51
人
以
上
ま

で
拡
大
さ
れ
ま
す
。
人
材
確
保
の

必
要
性
も
あ
り
、
予
想
よ
り
反
対

が
強
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

（
表
面
よ
り
続
く
） 

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等 

方
針
案
に
「
女
性
」
を 

統
一
教
会
と
の
関
係 

地
方
議
員
の
点
検
を
！ 

質
疑
の
概
要
を
お
伝
え
し
ま
す 

野
田
事
務
局
長
の
提
起
に
続
い
て
、
早
川
副
事
務
局
長
か
ら
今
年

度
の
政
策
制
度
要
求
の
実
現
に
向
け
た
省
庁
・
政
党
要
請
行
動
の
概

要
に
つ
い
て
、
草
野
副
事
務
局
長
か
ら
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
活
用
に

関
す
る
提
起
が
あ
り
、
そ
の
後
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

新役員のご紹介 

羽田則夫さん 

（東北 B・福島） 

大変な重責です

が、東北の皆さ

んとともにがん

ばります。 

 

升田正通さん 

（中国 B・山口） 

1 年間がんばり

ますので、よろ

しくお願いいた

します。 

ブロック代表幹事 

連
合
の
社
会
保
障
政
策
に
つ
い
て 

佐保昌一さん 

連合総合政策推進局 

総合政策推進局長 

学
習
会 

答弁する 
早川副事務局長 


